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第 1 1号
日本組織培養学会
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怒号第 26回日本組織培養学会研究会(1968年 11月 15. 1 6日〉

東北大学抗酸菌病研究所山根紙世話人によって開催された。シンポジクムは四細胞の培養技法'

〈座長山根綴，安村美博)で 1)培地添加血清の問題， 2 )培養培地の問題， 3 )正常上皮細胞

4 )人癌細包の分離培養・継代Kついて討議された。

昭和 43年 12月20日発行

の分離培養・縫代

%と電
ミノ， 次回第27回日本組織培養学会研究会

日:昭和44年 5月 16日(金)， 1 7日〔土)期

エーザイ講堂所:東京都文京区小石川4丁目場

シンポジクム

「組織培養にお、ける細胞遺伝学的研究」

吉田俊秀氏〈国立遺伝研〉

杉村随氏(国立がんセンタ一生化学)

!組織培養にかいて，細胞癌化は永遠のテーマである。 ζの細胞縮化を含む，それと密に関連

した晴乳動物細胞の遺伝学的研究を一つにまとゆ，種々の角度からこの問題の解明に当 bたいと

念じます。その様な目的で今回は，発癌過程の染色体νベルでの解析， Ce 11 

依る染色体機能。発展，更には，細胞νベルより分子νベルえの追求を試みτみたいと思いますa

司会者として染色体νベルの面を杏田俊秀氏に，分子νベルの面を杉村隆氏にお‘願いし，一つの

Jr掲ロ豊三

関口豊三世話人:国立がんセンター研究所

アーマ

Fusion法氾

司会者

演題について両方の面からの論議を進めてみたいと思っています。

《幹事会からのお、知らせ》

仙台で開催された第 26図研究会に先立って，幹事会を開き，現在の学会のもっている種々の

問題点について討議を行いましたのそれらのうち，総会VC~いて了承された事項について卦知ら

~~ 
::""Y~. 

j 

ム」とるす問問に

。

会

す
・
事

主

幹

しせ

a .幹事設す4園出強等で，学会開催陀またがる期間留守にする場合は，その年度の次点者が幹

事を代行するととにしました。代行幹事は，代行任期終了後Kも被選挙権を失いません。今

年 8月陀央村幹事が米国に出張されましたので，その代行として，本年度東部次点者佐藤温

‘
冒

E

，，
d
E

・
，.置‘‘

重氏がな bました。

b.幹事会世話役をか〈ととにしました。その主左仕事は，幹事会記録の保管，連絡，幹事会

及び総会の議長を行うことです。世話役は，幹事会の互選で選出し，任期は 1年(4月-3



月〉とします。本年度の世話役として，黒木幹事が互選されました。

c .幹事ゆ改選は，会員名簿完成後1月-3月の闘に行います。今度改選される幹事は次の通

bです。

東部 央村秀夫，黒木登志夫 西部 井上幸重，堀川正克

選挙担当幹事堀川正克氏よ D近いうちに会員諸氏K連絡があるととと思います。組織培養学

会の誇るユユーク左越営法の一つですので棄権され在いようにb額いします。

(2) 会員について

別項の会計報告にあるように，現在。曾貸では，赤字選営となってしまいます。また，学会

資金のうちの会費収入の部分が余TVC:少〈すぎ，現在の状態では会員が培えると，それだけ赤

字が培えることにな bます。

舗を現在.1.)500円から川0円VC:fUげする祭が提出され，総会で了承されましむ来年ぺコ

度から実施されます。左右、，会賀来納者も少〈ありませんので，来納の方は高岡幹事まで至急

払いこんで下さい。

(3) 研究会，シンポジクムについて

次回第 27回研究会は別記の通りです。

次々回第 28凶研究会は，奈良医大探良義彦氏。台世話で，秋に関かれます。 γyポジウムは

未定です。

なか従来，器は関西，毛kは関東で研究会を行ってきましたが，今後は一年に一回は東京〈関東〉

で行うことを原則とすることにしました。

シンポジウム0記録を雑誌等に発表するときには Jその印刷をまとめて会員全員に配布するよ

うにしたいと思います。昨年秋の第 24回研究会のシンポジクム「培養技法最近の進歩J及び

「クローン培養による靖乳動物細胞の生物学的研究」は，それぞれ，佐藤温重氏，射す秀夫氏

の努力によTr化学と生物IJ l1a学のあゆみjの両誌に達成されましたが，近<J別刷をまと
めて製本し発送いたします。 ζのため0費用は，原稿料をもって当てる方針ですので，各執筆

者の御了承を頂付〈思いま九 !コ
シンポジクムテーマについての御希望を幹事までお‘寄せ下さい，今後の参考にしたく思いまする

μ) 絞323.?について

山根教授の努力により，現在維持されている株細胞のリストが第26回研究会抄録に載。て

卦ります。今後，株保存についても組織培養学会として積極的にとり組む必要があると患いま

す。まだ具体策はありませんが，近い将来に卦いて，何らかの方針を出す予定です。

， ， 

〈附表山根鎖教授提供)



使用金動物臓器

臓器名 件数 臓器名 件数 臓器名 件数 臓鴻名 件以

腎. 臓 34 歯 内 5 ー蹄 臓 前立腺

神 経 8 胃 5 甲状腺 骨 i出 4 

品H 8 H踊 2 下垂体 到ß.~II締百 1 

牌 蹴 7 JU 城 2 同j 腎 1 目台 盤

底 j舟 6 歯 悩 2 E信 丸

肝 .殴 5 皮 下 2 .t)p 巣 1 
-ー

j淘 腺 5 脊 i凶 子宮内脱 メEhZh 首1- 102 

j 

使用ii歯類臓器(アダルト〉 使用動物臓滋(ヒト及び=ワトリ)

ウサギ ラyト '"ムスター マクス .:f:Ilモ9ト

神経 4 2 

臓器名
ヒ ニワトリ

目白 児 成人 目白 児 成潟
小脳

心臓 脊悩 5 

品B 5 神経 2 1 

胃
心臓 2 

加i 5 2 

腎臓 2 5 4 同 1 

副腎
腎臓 5 5 

肝臓
肝臓 5 昨臓

. 
牌臓 2 5 牌峨

コ
骨凶 2 

皮膚

一
皮下

筋肉 1 4 

~ lt 'Pt Ji~ 2 2 

5 2 

胸腺

羊膜 2 
胸腺 2 1 甲状腺

下垂体 歯肉 5 .... 

前立腺 1 
歯髄 2 

事丸

卵巣

合計 2 0 6 1 6 2 
'--ーー

子宮司挺

胎盤

合計 1 5 2 3 1 6 8 

'.'P!~.布;v.‘r 、 '1 ~.:.火色 4・ト・ 11..."._ ・、



Natural Media 

Media Li七r6/Ye町 Lab必

t.m 4914 1 2 

YLE 2315 21 

LH 1548 7 

YLH 514 1 2 

LD 1 30 5 

SLE 60 

To乞al 9481 56 

Synth句 tic Media 

Media Li tre/year La b.A6. 
.Eagle MEM 8004 66 

Medium 199 3473 39 

F-10 220 6 
-←・

'RPMI 134 5 

Medium 109 100 2 

Fi BC h er-Lei凶Vity 77 4 

F-12 25 5 

DM-120 20 

Amphibian M ・ 1 2 1 

MCcoy 1 0 1 

Gey 10 

BGID & DGJO-HW2 1 0 

'fo t al 1 2095 128 

(日新入会員

今凶承泌された新入会員は次の通bです。
松谷 豊(東北大学抗酸菌病研究所微生物)

神保勝彦(日水製薬)

賛助会員

協和l悦(i~株式会社

傍聴正義(同左 錨研究部〉

名;f(J慢黄雄(信州大学解剖学教室)

科研架化工業税式会社 型!斗製作所 北海自性貴器

以上文白 黒木登志夫
;:~LABORA'fORIUM VOOR CELBIOLOGIE EN HISrOLOGIE 

DER R工JKSUNLVERSITEIT TE LEIDEN 

HOOGL~RAAR:PROF.DR.P ・J.GAILIJARD. 
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むさ 45年度会計の中間報告
収入の部 支出の部

前年度<t越し d 6.084 刊行賞ピプリオグラ 7-(

健助会費 1 80，0 00 ( 40，00 0 ) 名簿会員泊信

会員会費 5 2.500 ( 2 3.00 0 ) 事務質

文部省助成金 ( 220.000 ) 郵送興

銀行利息 2.620 学会運営費

その他 2 1.449 (将来計凶変・賞用在どJ
針 282.653 (283.000) ・その他(選が費用右:ど) 4.5 0 5 (1 0.0 0 0 ) 

( )の中の紋字は予定額です。 63.8 8 7 ( 5 9 0.0 0 0 ) 

1 1月 15日現在では苫 218.766が残額となっていますが予定額を含めて差引きしますと

y 88.234 の赤字が見越されまナ。そとで会員の皆機K会J~ï 500の値上げを御鯨承頂きました。
会計幹事

r 
( 4 50.000) 

52.268 (50.000) 
6.580 

9 4 0 (5 0.0 0 0 ) 

19.594 (50.000) 
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守~ d.会員住所変更
増田秀雄 新:甲南大学班学部生物学欽室

村戸市東灘区本山町岡本

TEL神戸 (078) 43-4341 内 288

旧:大阪府立大学教養学部生物学教室
神垣逮新.Pasadena Foundation for Med1cal Research，99 

North El Ma11no AVe.，Pasadena.Ca主ifornia，U.S.A
91 1 0 1 

旧:国際キリスト教大学

a会員帰国使b
o松山慎一(京府大第一内科):私事昭和41年 8月よりパリー・ヨレーヅ晶・ドフランスK

臓器培養の研修のためK滞在してがりましたが，本年7月末日K無事帰国いたしました。

0阪大，第二外科(陣内外科〉の高井新一郎氏(会員)は米国PittsburghのDr・

Lie1:>ermanの研究室K留学中でしたが 7月4日K帰国されました。

ム会員留学

o会員の臭村秀夫氏は所属が次の辿り変りましたe

幽立予防衛生研究所ウイルス.リダグチ守部〈内線 3 2 8 )，また 8月 20日羽田発

にて下記の研究室に商学しました。

滞在は 1年間の予定です。

HIDEO OKAMtJRA， 
La bo raもory Of Biology of Viruses， 
Naもional tnsもiもUもe of Allergy and Infecもlous Dlseases， 
Naもtona1 Insもiもutes 0 f Healもh，
Bethes~a ， Maryland 20014， 
U.S.A. 

0 会員の古川刺温氏〈東大.小児科)はさる 9月27日羽田発にてドイツへ留学されました。

刷!日lは 1年の予定。

pr.Toshiharu Furukawa 

Unlversiもats K1nderkllnlk， 
355 Marburg/Labn Deuもschbaussもrassp 12， へ DEUTSCHLAND.

:;..;:.' . o.外国会員通信

第25図研究会(京都〉の席上で，英国のDr.Dame Honor B.Fellを本学会の名誉会

員に推せんしたのに対し，その後l司女史より学会に感謝の手紙がきましたが，その一部に面白

い表脱がありましたので，御彼露します。

. ..・・・・"・・・・句・ My cerもlf10aもe・f Hon・rary Membersblp of もbe
Associaも10n has been mucb adm1red by my colleagues. 

I apprec1aもed もhls bonour very deeply.・・・・・・・・・・


